
2023年度 活動計画



1 組織
１）基本理念
２）全体会の開催
３）幹事会の開催
４）会員拡⼤と協賛⾦の安定化
５）コミュニティ会員の勧誘
６）指定管理受託に向けた法⼈化の検討
７）Withコロナ
・コロナ禍にあっても、“Withコロナ”精神の下、
オープンミーティングの積極的な開催や地域コミュニティ
との連携・促進を図って⾏く。



２ イベント事業
１）主催イベント
「しんゆりフェスティバル・マルシェ」

・10⽉のマルシェは、「あさお区⺠まつり」と連動の⽇程とする
・出店者や来場者に向けた情報発信施策をさらに進め、駅周辺で
の広報・告知・ＰＲなどの活動を進める
・マルシェ運営を地域とともに進めていけるよう、マルシェ・ボ
ランティアの募集・活⽤を検討する
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カフェテーブルの復活

⼦供たちやファミリーで
楽しめるスペースづくり













ウエストエリア
（イオン前）の拡⼤で
出店者を増やし、

売上歩合を5％から7％に

よりよいマルシェを
進めるための
経費をまかなう









２ イベント事業
２）共催イベント
※主催団体を、共催者として資⾦、運営共に⽀援し開催する
①しんゆりイルミネーション

②しんゆりハロウィンイベント、ハロウィンパレード

③しんゆりステーションピアノ



④川崎市制100周年・緑化フェア
2024年度に向け企画・運営協⼒

⿇⽣区区制40周年
ノウハウとネットワーク

川崎市制100周年
都市緑化フェア



２ イベント事業
３）協賛イベント
※特別会員・友好団体等が主催・企画する各種イベント・活動へ
協賛⾦による⽀援を⾏う

①あさお区⺠まつり 主催者：あさお区⺠まつり実⾏委員会
②KAWASAKIしんゆり映画祭

主催者：NPO法⼈KAWASAKIアーツ
③⿇⽣川桜まつり 主催者：⿇⽣観光協会
④しんゆり・芸術のまち推進事業

主催者：NPOしんゆり・芸術のまちづくり



３ 情報発信事業
１）冊⼦「しんゆり⼈」第11号
・7,000部（予定）発⾏
・各会員の他に⼩⽥急線主要駅・会員企業店頭・公共機関・SC
などで専⽤ラック等を使い配布する
２）インターネットメディア
・withコロナの時代にできることを進めていくために、「しんゆ
り⼈」が担ってきた役割を、インターネットメディアへ移⾏
・YouTubeを活⽤した「しんゆりチャンネル」のコンテンツを
拡充し、新百合ヶ丘のブランディングを強化
・SNSでの発信⼒を強める



４ コミュニティ事業
１）オープン・ミーティングの開催
・オープン・ミーティングもオンラインの活⽤などで、withコロ
ナの中でも進められる事業であるため⼒点を置き開催していく
・会員の社員、スタッフにもコンソーシアムの活動に積極的に参
加してもらえるよう、会員関係者は参加費を無料とする。

第1回 「LGBTQをめぐる合理的配慮を理解する」
第2回 「地域をRe:デザインする」
第3回 武蔵⼩杉エリアプラットホームが⽬指すまちづくり
第4回 芸術のまちを担う 読売⽇本交響楽団 劇団⺠藝
＜年10回開催予定 9⽉以降の予定調整中＞





２）南⼝デッキチームによる
清掃・美化活動、花と緑の育成・管理活動
・定例活動
⽉1回定期的に⾏う。活動⽇：原則として毎⽉第３⾦曜⽇

・⿇⽣区と共催で「クリーンアップ⼤作戦」
5⽉27⽇(⼟) 10⽉28⽇(⼟) 年2回開催予定
新百合ヶ丘駅南⼝ペデストリアンデッキの美化・整備
花壇の維持管理、デッキの美化活動
会員企業を中⼼に100名超の参加者を予定
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マルシェ動画



３）SDGsのまちづくり事業
・新百合ヶ丘の持つ地域資源を活⽤して、地域課題の解決につな
がるコンソーシアムの取り組みを、SDGsの⽬標に合わせて整
理。また数値⽬標を置き検証しながら取り組みを進める
・⿇⽣区と連携、「SDGs⿇⽣区プラットフォーム」を進める
・会員や⾏政のSDGsへの取組みを、広報協⼒、イベントなどを
通じて⽀援する
・コミュニティ会員「あさおのSDGs」など、地域の⼦どもたち
のSDGsへの取り組みを⽀援する





４）⿇⽣区危機管理担当との協⼒
・⿇⽣区と防災啓発を、会員企業とともに進める
・区⺠防災塾への協⼒
・総合防災訓練での連携
・新百合ヶ丘フェスティバル・マルシェでの防災啓発での連携

５）MaaS(次世代交通システム)等によるコミュニティ活性化事業
・⼩⽥急電鉄・川崎市と連携し、しんゆりMaaSを推進

６）パラムーブメントにかかわる事業
・川崎市が進めるパラムーブメント活動を⽀援



5年間の総括
新百合ヶ丘エリアマネジメントコンソーシアムの

段階的発展





PHASE３ ＜2023年度＞

法⼈化の更なる検討〜組織化
活動充実を図る⽅策の実現に向けた
具体的展開

組織  ●指定管理受託可能な法⼈化の具体的検討開始
・法⼈化に向け、組織形態検討
・企業ヒアリングで、会員向けサービスの検討

🔴しんゆりらしさを強調、わざわざ訪れるまちへ
🔴イベントが⾃⽴できるように育成
🔴⼈々のニーズをさらにつかみ、

住み、働き、暮らせるまちとしてブランディング形成



４ コンソーシアムの機能強化
１）法⼈化・指定管理事業の具体的検討
・エリアマネジメントを持続可能で安定的な活動としていくため、
法⼈化の検討をすすめる。
・活動の具体的な検討のために新たに予算計上する
・組織化と同時に、新百合ヶ丘駅南⼝デッキなど指定管理受託に
向けた検討を⾏う
①指定管理事業検討プロジェクトチームを始動
②幹事会社を中⼼に会員企業から指定管理事業のノウハウを持
ち寄り、事業計画を検討
③指定管理事業に向けた組織体制を検討



2）会員企業ネットワークを通じたコンソーシアムの機能強化
・会員サービスを図り会員企業の拡⼤を⽬指すために、
会員ニーズのヒアリングを進める
・会員企業のネットワークを通じ、コンソーシアムとして
新百合ヶ丘エリアのブランディング形成を進める
・オープンミーティングと連携、会員企業の地域貢献事業を
⽀援する



2023年度 予算




